
【現代社会】
問題のねらい，主に問いたい資質・能力，小問の概要及び設問ごとの正答率等

解答
番号

高等学校学習指導要領の内容

主に問いたい資質・能力

小問の概要
配
点
(点)

設問
平均
点
(点)

設問
正答
率
(％)

知識・技能
思考力・判断力・
表現力

問１ １

（１）私たちの生きる社会
（２）現代社会と人間としての在

り方生き方
イ 現代の民主政治と政治参加
の意義

ウ 個人の尊重と法の支配
エ 現代の経済社会と経済活動
の在り方

個人の尊
重の重要性
についての
理解
市場経済

の機能と限
界について
の理解

様々な立場からの主
張を，根拠に基づいて
多面的・多角的に考察
し，課題の解決に向け
て，公正に判断するこ
とができる。

市営バスの減便に関
する市民の意見を読み
解いたうえで，市場経
済の機能と公共サービ
スの在り方について，
「幸福，正義，公正」
の観点から考察する。

4 3.4 85.7 

問２ ２

（２）現代社会と人間としての在
り方生き方

イ 現代の民主政治と政治参加
の意義

ウ 個人の尊重と法の支配

政治参
加・社会参
加の仕組み
や方法につ
いての理解
日本国憲

法に定めら
れた請願権
についての
理解

民主主義的な政治参
加・社会参加の多様な
在り方をとらえる。

3 1.8 61.0 

問３ ３

（１）私たちの生きる社会
（２）現代社会と人間としての在

り方生き方
ウ 個人の尊重と法の支配
エ 現代の経済社会と経済活動
の在り方

経済的自
由及び精神
的自由につ
いての理解
政策や制

度を検討す
る観点をモ
デル図に位
置づける技
能

社会的事象等をとら
える「考え方」に基づ
いて対象を考察し，現
代社会の諸課題を把握
し，関連性や社会的な
意味をとらえることが
できる。

経済的自由と精神的
自由という二つの軸を
設定したモデル図に，
国や地方公共団体の政
策や制度を適切に位置
づける。

4 3.0 74.4 

問４ ４

（２）現代社会と人間としての在
り方生き方

ア 青年期と自己の形成

青年期の
特徴と課題
についての
理解

概念や理論を活用し，
社会的事象等の意味や
意義を解釈することが
できる。

青年期の始まりに関
する様々な考え方を基
に，現状を正しく説明
したものかどうかを判
断する。

3 0.3 10.6 

問５ ５
防衛機制

についての
理解

防衛機制の役割につ
いてとらえる。

3 1.9 64.7 

問６ ６ （１）私たちの生きる社会

「幸福，
正義，公
正」につい
ての理解

社会的事象等をとら
える「考え方」に基づ
いて対象を考察し，現
代社会の諸課題を把握
し，関連性や社会的な
意味をとらえることが
できる。

「幸福，正義，公
正」に関する二つの考
え方を基に，生徒の活
動の意味を判断する。

4 2.9 72.2 

第１問 問題のねらい

新聞部による学校新聞の作成を通して，作成する記事に関する現代社会の諸課題や記事で取り上げる
思想等に触れながら，市場経済の機能と限界や青年期の特徴と課題等についての理解と，よりよい社会
の在り方について「幸福・正義・公正」の観点等から考察する力を問う。

＊ 「配点」とは，当該設問を正解した場合に与える得点である。
＊ 「設問平均点」とは，当該設問の受検者の得点の平均である。
＊ 「設問正答率」とは，当該設問を正答した受検者の割合である。



解答
番号

高等学校学習指導要領の内容

主に問いたい資質・能力

小問の概要
配
点
(点)

設問
平均
点
(点)

設問
正答
率
(％)

知識・技能
思考力・判断力・
表現力

問７ ７ （１）私たちの生きる社会

「幸福，
正義，公
正」につい
ての理解
資料で示

された「幸
福」の内容
を読み取る
技能

様々な立場からの主
張を，根拠に基づいて
多面的・多角的に考察
し，課題の解決に向け
て，公正に判断するこ
とができる。

資料で示されたラッ
セルの「幸福」につい
ての考え方を基に，幸
福への努力の仕方を考
察する。

3 0.5 17.9 

問８ ８

（１）私たちの生きる社会
（２）現代社会と人間としての在

り方生き方
イ 現代の民主政治と政治参加
の意義

ウ 個人の尊重と法の支配

「幸福，
正義，公
正」につい
ての理解
資料で示

された「正
義」の内容
を読み取る
技能

概念や理論を活用し，
社会的事象等の意味や
意義を解釈することが
できる。

資料で示されたキン
グ牧師の「正義」の考
え方の特徴を考察する。

4 2.8 69.0 

問９ ９

（１）私たちの生きる社会
（２）現代社会と人間としての在

り方生き方
ア 青年期と自己の形成

先哲の主
張や思想に
ついての理
解

大衆社会の特徴を分
析したアドルノの主張
や思想の特徴をとらえ
る。

3 0.8 27.2 



解答
番号

高等学校学習指導要領の内容

主に問いたい資質・能力

小問の概要
配
点
(点)

設問
平均
点
(点)

設問
正答
率
(％)

知識・技能
思考力・判断力・
表現力

問１ 10

（２）現代社会と人間としての在
り方生き方

イ 現代の民主政治と政治参加
の意義

日本の地方
自治における
直接請求権に
関する理解

日本の地方自治にお
ける直接請求権のうち，
条例の制定または改廃
と議会の解散請求の仕
組みをとらえる。

3 1.0 31.7 

問２ 11

団体自治と
住民自治につ
いての理解
資料から地

方自治の原則
を読み取る技
能

概念や理論を活用し，
制度や政策の本質，又
は日常生活に見られる
人々の行為の意味をと
らえることができる。

住民自治の考え方を
基に，資料で示された
トクヴィルの文章の意
味について判断する。

3 1.2 40.0 

問３ 12

日本の法制
度と行政の関
わりについて
の理解

中央省庁と公務員に
関する法制度の現状を
とらえる。

3 0.8 25.9 

問４ 13

（２）現代社会と人間としての在
り方生き方

イ 現代の民主政治と政治参加
の意義

ウ 個人の尊重と法の支配

衆議院の解
散に関する理
解

衆議院解散の根拠と
なる憲法上の規定をと
らえる。

3 2.6 87.5 

問５ 14

（２）現代社会と人間としての在
り方生き方

オ 国際社会の動向と日本の果
たすべき役割

国際政治の
主要な出来事
に関する理解
国際経済の

主要な出来事
に関する理解

現代の国際政治の展
開について国際経済と
ともに時系列的にとら
える。

4 0.4 11.1 

第２問 問題のねらい

地方自治制度と政治参加，行政，政治制度，国際社会の動向についての理解と，概念や理論を活用し，
人々の行為の意味をとらえる力を問う。



解答
番号

高等学校学習指導要領の内容

主に問いたい資質・能力

小問の概要
配
点
(点)

設問
平均
点
(点)

設問
正答
率
(％)

知識・技能
思考力・判断力・
表現力

問１ 15

（２）現代社会と人間としての在
り方生き方

イ 現代の民主政治と政治参加
の意義

ウ 個人の尊重と法の支配

議会制民
主主義につ
いての理解
議院内閣

制と大統領
制について
の理解

国家の仕組みを構成
する様々な制度と議会
制民主主義の関係をと
らえる。

3 1.9 64.7 

問２ 16
（２）現代社会と人間としての在

り方生き方
ウ 個人の尊重と法の支配

日本国憲
法前文の意
味について
の理解
主権の概

念について
の理解

判決文の中で示され
た内容に対応する憲法
前文の定めをとらえる。

3 2.4 78.4 

問３

17

（２）現代社会と人間としての在
り方生き方

イ 現代の民主政治と政治参加
の意義

議会制度
についての
理解

様々な立場からの主
張を，根拠に基づいて
多面的・多角的に考察
し，課題の解決に向け
て，公正に判断するこ
とができる。
社会的事象等を多面

的・多角的に考察した
過程や結果を，理由や
根拠に基づいてまとめ
ることができる。

一院制又は二院制が
採用されている実際の
議会をとらえ，それぞ
れの制度が優れている
とする根拠を説明する。
（解答が前問の解答と
連動し正答の組み合わ
せが複数ある問題）

- - -

18 1 0.6 56.2 

19
20

2 1.6 82.1 

問４ 21

（２）現代社会と人間としての在
り方生き方

ウ 個人の尊重と法の支配
エ 現代の経済社会と経済活動
の在り方

オ 国際社会の動向と日本の果
たすべき役割

政府の役
割と財政・
租税につい
ての理解
国際協力

についての
理解

概念や理論を活用し，
社会的事象等の意味や
意義を解釈することが
できる。

教育費用の負担の在
り方に関する一つの考
え方を反映する政策に
ついて具体的に考察す
る。

3 1.0 32.9 

問５ 22

（２）現代社会と人間としての在
り方生き方

イ 現代の民主政治と政治参加
の意義

ウ 個人の尊重と法の支配

最高裁判
所の違憲立
法審査権に
ついての理
解
選挙権に

ついての理
解
判決文の

趣旨を読み
取る技能

社会的事象等を多面
的・多角的に考察した
過程や結果を，理由や
根拠に基づいてまとめ
ることができる。

最高裁判所が違憲判
断をしたことの理解を
基礎として，与えられ
た文章の中から適切な
ものを選び，それらを
論理的な順序に従って
並び替え，最高裁判所
の判断内容を示す。

4 0.9 21.6 

第３問 問題のねらい

最高裁判所の判決文を通して，国民主権，基本的人権等の概念に関する理解と，それらの概念を活用
し，選挙や教育に関わる制度について多面的・多角的に考察する力を問う。



解答
番号

高等学校学習指導要領の内容

主に問いたい資質・能力

小問の概要
配
点
(点)

設問
平均
点
(点)

設問
正答
率
(％)

知識・技能
思考力・判断力・
表現力

問１ 23

（２）現代社会と人間としての在
り方生き方

エ 現代の経済社会と経済活動
の在り方

自由放任
主義の経済
思想につい
ての理解
経済に関

する資料を
読み取る技
能

概念や理論を活用し，
原因と結果の関連性に
ついて考察することが
できる。

アダム・スミスの
「見えない手」の考え
方から導き出される事
象について考察する。

3 1.7 57.6 

問２ 24

自由放任
主義の経済
思想につい
ての理解
経済に関

する資料を
読み取る技
能

概念や理論を活用し，
制度や政策の本質，又
は日常生活に見られる
人々の行為の意味をと
らえることができる。

アダム・スミスの考
え方に即して，経済活
動の意味や結果につい
て考察する。

3 0.9 29.9 

問３ 25

自由放任
主義の経済
政策につい
ての理解
市場経済

における政
府の役割に
ついての理
解

自由放任主義的な経
済政策の内容をとらえ
る。

3 1.7 58.3 

問４ 26
（２）現代社会と人間としての在

り方生き方
エ 現代の経済社会と経済活動
の在り方

オ 国際社会の動向と日本の果
たすべき役割

自由貿易
に関する理
解
経済に関

する資料を
読み取る技
能

概念や理論を活用し，
社会的事象等の意味や
意義を解釈することが
できる。

Ｅ・Ｈ・カーの書い
た資料を手掛かりとし
て，19世紀のイギリス
の政治家たちの世界貿
易に関する考え方を判
断する。

4 2.0 51.1 

問５ 27

保護主義
的な経済政
策について
の理解

フリードリッヒ・リ
ストが提唱した保護主
義的な経済政策につい
てとらえる。

3 1.1 38.3 

第４問 問題のねらい

アダム・スミスの『国富論』を題材として，経済思想や経済政策等についての理解と，概念や理論を
活用し，経済活動の意味や結果等について考察する力を問う。



解答
番号

高等学校学習指導要領の内容

主に問いたい資質・能力

小問の概要
配
点
(点)

設問
平均
点
(点)

設問
正答
率
(％)

知識・技能
思考力・判断力・
表現力

問１ 28 （３）共に生きる社会を目指して

「幸福，
正義，公
正」につい
ての理解
持続可能

な社会につ
いての理解

国際連合の報告書
「われら共有の未来」
の考え方に基づき，持
続可能な社会の実現の
ための取組みをとらえ
る。

3 2.4 78.8 

問２ 29

（１）私たちの生きる社会
（２）現代社会と人間としての在

り方生き方
エ 現代の経済社会と経済活動
の在り方

（３）共に生きる社会を目指して

社会保障
についての
理解
高齢者人

口に関する
統計資料を
読み取る技
能

社会的事象等を多面
的・多角的に考察し，
課題の解決に向けて，
公正に判断することが
できる。

統計資料を基に，高
齢者に対する日本の社
会保障に関する課題の
解決策について考察す
る。

4 1.4 35.5 

問３ 30

政府の役
割について
の理解
社会保障

についての
理解

社会的事象等を多面
的・多角的に考察し，
課題の解決に向けて，
公正に判断することが
できる。

介護サービスや介護
保険の在り方について，
二つの立場から考察す
る。

3 1.5 49.9 

問４ 31

政府の役
割について
の理解
社会保障

についての
理解

概念や理論を活用し，
原因と結果の関連性に
ついて考察することが
できる。

ベーシック・インカ
ムが導入された場合，
どのようなことが生じ
るかを様々な立場から
考察する。

3 2.2 74.7 

第５問 問題のねらい

「持続可能な社会」について，政府の役割や社会保障についての理解と，社会保障について，多面
的・多角的に考察する力を問う。



解答
番号

高等学校学習指導要領の内容

主に問いたい資質・能力

小問の概要
配
点
(点)

設問
平均
点
(点)

設問
正答
率
(％)

知識・技能
思考力・判断力・
表現力

問１ 32

（１）私たちの生きる社会
（２）現代社会と人間としての在

り方生き方
（３）共に生きる社会を目指して

国際社会に
おける貧困や
格差について
の理解
問題発見に

必要な統計資
料を読み取る
技能

社会的事象等を多面
的・多角的に考察した
過程や結果を，理由や
根拠に基づいてまとめ
ることができる。

持続可能な発展や
「共に生きる社会」の
形成に参画するという
観点から，「食」をめ
ぐる社会問題を発見す
るために必要な資料を
判断する。

4 1.9 47.6 

問２ 33

「幸福，正
義，公正」に
ついての理解
質問や意見

を観点に即し
て整理する技
能

社会的事象等を多面
的・多角的に考察した
過程や結果を，理由や
根拠に基づいてまとめ
ることができる。

探究学習の結果を示
すにあたり，様々な考
えをいくつかの観点か
ら分類・整理する。

4 2.8 69.9 

第６問 問題のねらい

「食」をめぐる社会問題の解決策の検討を通して，国際社会における貧困や格差についての理解や，
現代社会の諸課題を探究するために必要な技能と，多面的・多角的に考察した過程や結果を，理由や根
拠に基づいてまとめる力を問う。
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